
（甲）（記載例） 

 
備 考 
 
１ 文書番号は個人申請については必要ありません。 
２ 申請年月日は申請書を提出する年月日を記載してください。 
３ あて名は中部地方整備局長としてください。 
４ 申請者が法人である場合においては、氏名は、その法人の名称及び代表者の氏名を記載

してください。 
５ 河川法施行規則第 39 条の規定により許可の申請を同時に行なうときは、「第 条」の

箇所に根拠条文をすべて記載してください。 
 

 
許  可  申  請  書 

 
（ 文 書 番 号 ）   
○ 年 ○ 月 ○ 日   

 

  中部地方整備局長 殿 
 

住所 ○○県○○市○○町○○―○○   
申請者                    

氏名
ふりがな

 ○ ○ ○ ○          
 
 
 
 別紙のとおり河川法第２６条第１項の許可を申請します。 
 
 
 
 
 
 
 
 



（乙の４）（記載例） 
 
（工作物の新築） 
 
１河川の名称 
 一級河川 ○○川水系 ○○川 
 
２目的 
 ○○設置のため 
 
３場所 

○○県○○市○○町○○番地先 
 
４工作物の名称又は種類 
 ○○ 

 
５工作物の構造又は能力 
 ○×○メートル 
 
６工事の実施方法 
 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
７工期 
 許可の日から○カ月間 
 

 
備 考 
 
１ 「(工作物の新築、改築、除却)」の箇所には、該当するものを記載してください。 
２ 河川の名称は一級河川、水系名、河川名を記載してください。 
３ 場所は、市町村、大字、小字及び地番又は地先を記載してください。 
４ 許可を受けた事項の変更の許可の申請にあっては変更しない事項についても記載し、か

つ、変更する事項については、変更前のものを赤色で併記してください。 


